
高松機械工業株式会社
（白山市旭丘１丁目８番地）

本社エントランス

　昭和35年に開発した自社商品第1号の面取旋盤Ｔ-600のサ
イズ違いの旋盤である。
　当時、６尺サイズの大型旋盤が主流の中で、「小さな加工物は、
小さな旋盤で十分加工できる」との発想から生まれ、省スペース
でローコストという実用性から、中小の会社を中心に注文が殺到
し、ロングセラーとなった。
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